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アダプトプログラムとは
アダプトプログラム（ＡＤＯＰＴ　ＰＲＯＧＲＡＭ）は、１９８５年（昭和６０年）にアメリカで生まれた新しいまち美化の取組みです。アダプト（ＡＤＯＰＴ）とは英語で養子にするという意味があります。
　小牧市がこの制度を導入する目的は、環境美化に対する市民意識の高揚を図るとともに、市民と市の協働による環境美化を推進するためです。
具体的には、ボランティアグループと市が、美化活動の内容や役割分担について合意書を交わし、この合意書に基づき、地域住民や地元事業所等が、道路などの公共施設を愛情と責任をもって定期的かつ継続的に清掃活動等の美化活動を進めていくものです。
　この効果として、道路などの美化活動としてだけでなく、散乱ごみ防止の啓発効果が期待できます。

	小牧市公共施設アダプトプログラムの基本的仕組み

活動内容・役割分担
地域住民・地元事業所等　　　　　を協議（合意書）　　　市
　○清掃活動の実施等　　　　　　　　　　　　　　　　　　○清掃用具・ごみ袋の提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○アダプトサインの設置　等

愛情と責任をもって　　　　　　　　　　　　　
美化活動を進める。　

道路・河川・公園等




地域住民・地元事業所等の役割、市の役割は次のとおりです。

（１）地域住民・地元事業所等の役割
地域住民、地元事業所等のボランティアグループが、道路、河川、公園等の公共施設を、市との合意に基づいて、清掃等の美化活動を行います。
（２）市の役割
地域住民、地元事業所等のボランティアグループとの合意に基づき、美化活動をサポートします。サポートの内容は、清掃用具やごみ袋の提供、アダプトサインの設置、ゼッケンの貸与等です。





アダプトプログラム活動マニュアル

アダプト活動を実施していただきありがとうございます。困ったときは本マニュアルを参考にしていただくか、管理課（活動区域の公共施設を管理等する市の部署）にご連絡ください。

管理課は美化活動をされる公共施設を管理する部署です。市の窓口となり、美化活動を実施するため必要な連絡、相談事項を担当します。　
（例）美化活動の場所が市道　→　道路課　

あなた（団体名　　　　　　　　　　　　　　　）の現在の管理課は、以下のとおりです。
	部課名
	

	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	







◆　活動の内容（処理方法）
１　清掃活動により収集したごみについて
1 収集した散乱ごみ等は、分別のうえ市指定の収集袋に入れて、原則当該区のごみ集積場に出してください。（当該区長の了解を事前に得てください。）区のごみ集積場に出せない場合は、管理課までご相談ください。
2 活動区域に既存のボランティアによる清掃活動が行われていることがわかった場合は、その清掃活動団体と調整をお願いします。
3 「燃やすしかないごみ」「破砕ごみ」は、各々の指定袋で各々の収集日に当該区のごみ集積場に出してください。
4 空き缶、空きびん、ペットボトル等の資源は、各々の収集日に当該区のごみ集積場に出してください。また、汚れがひどい空き缶、空きびん、ペットボトル等や、食べ残しの入っているレジ袋等の非衛生的なごみ（リサイクルできないごみ）は、ボランティア袋（各袋に団体名を記入）に入れて破砕ごみの収集日に出してください。
5 除草した草は、燃やすしかないごみの収集日に透明な袋に入れて当該区のごみ集積場に出してください。
6 犬等の糞は、燃やすしかないごみの収集日に当該区のごみ集積場に出してください。
7 下記の廃棄物については、管理課までご連絡ください。 
ア　犬・猫等の動物の屍体
イ　放置自転車・自動車などの大型廃棄物
ウ　その他処理できない廃棄物 
8 スプレー缶、電池、充電式の製品などの「発火性危険ごみ」は、他のごみと分けて透明な袋に　　入れて、当該区のごみ集積場に出してください。
２　情報の提供について
　    活動区域に次のような事項がありましたら、管理課までご連絡ください。
ア　道路や施設（標識、ガードレール等）の破損
イ　街路樹の損傷
ウ　公園の遊具等の損傷
エ　その他異常な事態
３　その他環境の美化のために必要な活動について
　　　上記以外の活動でご希望が特にありましたら、管理課と相談してください。（例　花壇の植栽）

◆　活動の条件
1 活動回数は、年4回以上とし、皆様が無理なく活動できる範囲でお願いします。
2 活動は、日の出前、日没後、霧や雨で視界の悪い時はさけて、天候の良い日に行ってください。交通量の多い道路では、事故等に十分注意して活動を行ってください。交通安全上問題がありますので、道路の中央分離帯は対象外とします。
3 未成年者が参加する場合は、20歳以上の責任者や保護者の監督をお願いします。
4 未成年者だけの団体の場合は、20歳以上の監督者が必要です。

◆　小牧市市民活動総合補償制度について
市民が行う市民活動やボランティア活動に対して、市が補償を行うことで安心して市民が市民活動等を行えるようサポートすることを目的に、令和４年度より小牧市市民活動総合補償制度を開始しました。事故があった際は 名簿・規約・活動スケジュールを提出していただく場合がありますので、ご承知おきください。

◆　清掃用具等の貸与・支給
市では、活動に必要な清掃用具等を貸与・支給します。清掃用具等貸与・支給依頼書（別紙）を管理課に提出し、受領してください。

◆　アダプトサインの設置
市では、ご希望があれば、一定条件のもと、登録団体名の入った活動区域であることを示す表示板（アダプトサイン）を設置します。
（条件）　5名以上の団体、設置場所の確保、継続的な活動の確認

◆　年間活動報告書等の提出
毎年度末の3月31日までに年間活動報告書（様式第４）及び次年度のボランティア名簿(別紙)を管理課に提出してください。

◆　辞退届
辞退される場合は、管理課にご相談のうえ、里親辞退届（様式第２）をご提出ください。
様式第１（第３条関係）
	里　親　届
（宛先）小牧市長
	
	年　　月　　日

	申　請　者
	住　所

	
	氏名（団体の場合は、団体名及び代表者氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
電話（　　　　　）　　　　－　　　　

	
	連　絡　先
電話（　　　　　）　　　　－　　　　

	構成員
	　　　　　　名
	※団体の場合は名簿を添付してください。

	活動開始日（予定）
	年　　月　　日

	活動の頻度
	□　ほとんど毎日　　　　　　□　１週間に　　回

	
	□　１か月に　　回　　　　　□　１年間に　　回

	区域の公共施設
	□道路　　□河川　　□公園　　□その他（　　　　　　）

	公共施設の名称
	

	活動の内容
	□散乱ごみ等の収集　□除草　□犬等の糞の処理
□情報の提供　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	収集したごみの処理
	· 活動区域の集積場所へ搬出
（当該区域の地元区の役員の了解が必要です。）
□上記以外（自己搬入、市の収集、その他）

	活動区域の略図

＊略図にかえて住宅地図等を添付しても結構です。
	


（注）□は、該当する箇所に✓を入れてください。


備考　用紙の大きさは、日本産業規格A４とする。
様式第２（第３条関係）
	

里　親　辞　退　届
　
年　　月　　日　

（宛先）小牧市長

住所

氏名（団体の場合は団体名及び代表者氏名）

　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　

年　　月　　日付けで、小牧市と合意書を取り交わしました小牧市公共施設アダプトプログラムの里親を辞退したいので、届け出ます。

記

１　公共施設の名称

２　活動終了日　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日


備考　用紙の大きさは、日本産業規格A４とする。
様式第３（第３条関係）
	

里　親　代  表  者  変  更　届
　
令和　年　　月　　日　

（あて先）小牧市長

住所

氏名（団体の場合は団体名及び代表者氏名）
　　
　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　

令和　年　月　日付けで、合意書を取り交わした小牧市公共施設アダプトプログラムの里親代表者の変更を届け出ます。

記

１　公共施設の名称        　　　　　　　　                       

２  代表者変更日    　　    年    月    日

３　新  代  表  者　　住  所                                     
                      
                      氏  名                                     


備考　用紙の大きさは、日本産業規格A４とする。
様式第４（第４条関係）
	合　意　書
　　　　　　　　　　　　　　　　と小牧市とは、小牧市公共施設アダプトプログラム実施要綱第４条の規定に基づき、下記の事項について合意したことを証するため、本書２通を作成し、各自１通を保有するものとする。

記

１　公共施設の名称

２　活動区域

３　里親の役割
(1) 活動区域内の散乱ごみ等の収集
(2) 市への情報の提供
(3) その他環境の美化のために必要な活動
４　市の支援等
(1) 清掃用具等の提供
(2) 里親のボランティア保険への加入
(3) アダプトサインの設置（ただし、５名以上のグループによる里親が設置を希望し、かつ設置要件を満たす場合に限る。）
(4) ゼッケンの貸与
(5) その他美化活動に必要な支援
５　報告書の提出
　里親は、年間活動報告書を毎年度３月３１日までに、市に提出する。
６　その他の事項
年　　月　　日

住所
氏名（団体の場合は団体名及び代表者氏名）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
小牧市堀の内三丁目１番地
小牧市
代表者　　小牧市長　　　　　　　　       　


備考　用紙の大きさは、日本産業規格A４とする。
様式第５（第７条関係）
	   
年間活動報告書
　年　　月　　日　

（宛先）小牧市長

住所

氏名（団体の場合は団体名及び代表者氏名）

小牧市公共施設アダプトプログラム実施要綱第７条の規定に基づき、　　年度の活動内容を下記のとおり報告します。

記
	公共施設の名称
	

	活動日
	時間
	参加人数
	備　　考

	１
	月　　日
	～
	人
	

	２
	月　　日
	～
	人
	

	３
	月　　日
	～
	人
	

	４
	月　　日
	～
	人
	

	５
	月　　日
	～
	人
	

	６
	月　　日
	～
	人
	

	７
	月　　日
	～
	人
	

	８
	月　　日
	～
	人
	

	９
	月　　日
	～
	人
	

	10
	月　　日
	～
	人
	

	11
	月　　日
	～
	人
	

	12
	月　　日
	～
	人
	

	13
	月　　日
	～
	人
	

	14
	月　　日
	～
	人
	

	15
	月　　日
	～
	人
	

	16
	月　　日
	～
	人
	





備考　用紙の大きさは、日本産業規格A４とする。
様式第６（第８条関係）
	

アダプトサイン設置申出書
　
年　　月　　日　

（宛先）小牧市長

（申請者）住所

　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　 名称及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　

下記の場所にアダプトサインを設置していただきたく、小牧市公共施設アダプトプログラム実施要綱第８条第２項の規定により申し出します。

記

１　公共施設の名称                                               

２　希望設置場所　　　小牧市                                     
                      



備考　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

令和　　年　 月　　日


清掃用具等貸与・提供依頼書

あて先（小牧市長）
（管理課名　　　　　　　　　　　　　）

氏名（団体名）

（団体の場合は代表者名）


	清掃用具
	数量
	備考

	ほうき
	本
	　

	竹ほうき
	本
	　

	塵取り
	個
	　

	火ばさみ
	個
	　

	ゼッケン
	着
	　

	軍手
	個
	　

	　
	　
	　



	消耗品
	数量
	備考

	破砕ごみ用収集袋（赤）
	枚
	　

	燃やすしかないごみ用収集袋（白）
	枚
	　

	資源用指定袋（緑）
	枚
	　

	ボランティア袋（黄）
	枚
	

	枝・草／危険ごみ収集袋（透明）
	枚
	



小牧市公共施設アダプトプログラム運用手順
１　資格 
 　愛情と責任を持って道路、河川、公園等公共施設の美化活動を行う自治会、
町内会、商工会等の地域住民団体、個人又は企業の従業員の団体もしくは個人。
未成年者の団体の参加は、20歳以上の監督者を要する。
２　導入場所 
・市内全域の道路、河川、公園等（ただし、市が清掃等の管理委託をしている公園等の公共施設は、対象外とする。）
・国、県など他の機関が管理している公共施設も対象にする。ただし、国、県など他の機関が管理している公共施設だけを対象とした場合で、かつ国、県など他の機関のアダプト制度を利用できる場合は、対象外とする。
３　活動内容
散乱ごみ等の収集だけでなく、花壇や樹木の管理、除草等も対象とする。道路の中央分離帯は、交通安全上、対象外とする。
４　既存のボランティア美化活動との関係
活動区域に既存のボランティアによる美化活動が行われていることがわかった場合は、その美化活動団体との調整を要請する。
５　活動頻度
年４回以上の継続的、定期的な美化活動が条件。
６　活動報告
毎年度の３月３１日までに活動報告書及び次年度のボランティア名簿の提出を求める。
７　登録団体への支援内容
（１）清掃用具、収集袋等の清掃道具の提供
（２）ゼッケンの貸与
８　粗大ごみ、大量ごみ等の処分
収集した粗大ごみ、大量ごみ等は、当該公共施設を管理する課（以下「管理課」という。）が処理する。
９　アダプトサインの設置
設置を希望する5名以上の団体が対象で、継続的活動を確認し管理課が設置する。
10  募集・ＰＲの方法　　市広報等で公募する。
11　予算　
保険料、ゼッケンは、環境保全課で対応する。それ以外は、管理課で対応する。
12　各部局の役割　　　　別紙のとおり
 




（別紙）
各部局の役割
（１）要綱制定					環境保全課
（２）募集の広報掲載・市ＨＰなどのＰＲ	　　　  環境保全課
（３）申込の問合せ窓口 　　　　　　　　　　	環境保全課
（４）里親届の受理　　　　　　　　　　　　　　	管理課
環境保全課・活動区域の公共施設の管理課が複数にわたる場合は、環境保全課が中心となる管理課を調整する。
管　理　課　・里親届の内容が適当であるか確認する。
・活動区域の公共施設の管理者が小牧市以外の者である場合は、以下により処理する。
①活動区域の公共施設の管理者が全て小牧市以外の者である場合
ア　アダプト制度がその者にある場合
その制度を登録希望者に案内し、その者と必要な連絡調整を行い、協議するものとする。
イ　アダプト制度がその者にない場合
小牧市の制度で対応する。
②活動区域に、国・県など他の機関が管理している公共施設を含める場合は、小牧市の制度で対応する。
（５）里親届の内容を適当と認定する手続き及び合意書締結の決定　　　管理課
管理課が、里親届の内容を適当と認定し、合意書を締結する決裁をごみ政策課及びリサイクルプラザに合議をする。
（６）合意書の締結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理課
締結後、管理課は、速やかに、ボランティア名簿、清掃用具等貸与・提供依頼書など必要な書類の提出を登録希望者に依頼する。
（７）市の支援
➀下記清掃道具等の提供
　　　　ア　清掃に必要な道具類　　　　　　　　　管理課
　　　　イ　収集袋等の物品　　　　　　　　　　　管理課
＊ボランティア袋、ゼッケンについては、清掃用具等貸与・提供依頼書に基づき、ごみ政策課が必要数量を管理課に支給する。
②ゼッケンの貸与　　　　　　　　		管理課
ごみ政策課は清掃用具等貸与・提供依頼書に基づき、必要数量を管理課に渡す。
③その他活動に必要な事項　　　　　　　　　	管理課
（８）収集されたごみの処分  　　　　　　　　　　管理課
＊市指定の方法で集積場所に排出されたごみはリサイクルプラザが回収する。
（９）アダプトサインの設置  　　　　　　　　　　管理課
・合意に基づき、活動区域内に設置できる場合において、活動区域であることを示す表示板（アダプトサイン）を設置することができる。
・アダプトサインには、登録団体の名称を表示する。
・アダプトサインの設置数は、１の登録団体につき１基とする。ただし、特に市長が必要と認める場合を除く。また、４名以下のグル－プによる里親については設置しない。
（10）ボランティア活動中に傷害事故又は賠償事故が発生した場合
・環境保全課に事故発生の連絡をするとともに、以下の事項を書面にて提出する。①ボランティアの氏名、住所、連絡先   ②事故発生の日時、場所
③事故の原因、状況   ④ケガの程度、病院名（傷害事項）
⑤相手の氏名、住所、連絡先、ケガまたは損害の程度（賠償事項）
管理課
・上記書類に基づき保険会社に連絡し、必要書類の作成を行う。
　　　　　　　　　　　　環境保全課




























